
































































④ 研究 .調査 繁殖や飼育技術の向上によV)
飼育動物たちに長生きしてもらうという部
分と､その技術を野生動物の保護-フィー
ドバックしていく部分です｡
以上のような機能を持っていますが､お客さま
自体はこの中でもレクレーションの部分､レジャ
ーとしてとらえられている方が圧倒的に多いと思
います｡このことは他のアミューズメント施設と
の競合となり､競争に打ち勝つには今までと視点
を変えないといけないのも事実です｡また､最近
では動物たち､飼育動物を含めて関心も高く動物
園に対しての批判も多くいただきます0
4.動物園に対するご批判
ひとつは動物たちを閉じ込めた形で見せること
の意味が問われています｡これはエサを与えること
での動物たちの余暇の過ごし方と､時間をもてあ
ますことから来る精神的なス トレス等による動物
たちの福祉の部分です｡また､現在では実際に容
易に映像や現地で動物たちを見る事ができるのに､
狭い空間に閉じ込めてまで見せる意味があるのか
という部分もあります｡次は生態系とかけ離れた
形での種の保存のあり方です｡事実飼育化ではう
まく飼育されているものも､いざ野性に戻すとな
生態展示施設
ると-ンティングなどの野生感の欠落やヒトに対
する恐怖心のなさからくるヒトとの トラブル等で
野生復帰の難しさが言われています｡これは自然
環境化で絶滅しながら動物園で生存しているとい
う部分の不自然さを指摘されていますO最後は大
規模な慣本を投下した擬似生態系再現型の大型施
設が多くの乗られた方々の共感を得ているかどう
かという部分､そして､それだけの投資を現地の
環境保 全に向けることのほうが効果があるのでは
などの疑問も出てきています｡こういった批判に
対しては､動物関連の仕事を持つものとして真撃
に受け止める必要があると思います｡そして､動
物の精神的なケアについては少 しでも和らげる飼
育管理を行うことは当然だと考えます｡
5.動物 ･人を取り巻く環境
こういったお考えの方ばかりだと起こるはずの
ないようなことが､毎日のように報道機関で伝え
られます｡環境破壊､動物たちと人との トラブル､
戦争や不幸な事件事故の話題が後を絶ちません｡
あくまでも私見ではありますが､子供の頃から生
き物と按しない暮らしやいろいろな技術進歩によ
って自然とかけ離れたことで生じた生物学的リズ
ムの乱れ､化学物質による影響が関係しているの
ではないでしょうか｡
6.動物園の存在価値
一般的には､気楽に訪れることができて遊びの
中や楽しく過ごす中で､実際に生き物に見て触れ
て学ぶことができれば､命の教育や自然環境の保
全という難しい課題も割と自然に身についていく
ことができると思います｡.そういう点できっかけ
作りができる場所として動物園は最も適した施設
ではないかと考えています｡
行動展示施設
それには生態的な展示や行動展示により興味を
持ちやすい空間の演出をする方法があります｡こ
れにはもちろん多額の資本の投資が必要なことも
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ありますが､動物園に来られる方にアンケー トを
行ったところエサを与えたいとふれあってみたい
が大半を占めました｡この二つはむしろきっかけ
とし′ては大変重要な方法であると思いました｡
7.池田ZOOの取り組み
そこで次のような取り組みを行っています｡
ピーちゃんとお散歩
これは人工肺化によって産まれた人馴れしたフ
ラミンゴが観客通路を歩いて､触れ合ったり写真
を撮ったりすることができます｡最初は恐がるお
子さんもすぐに慣れて楽しそうにさわって ｢羽は
柔らかい｣といった感想を述べる方もいます｡
●お世話体験
｢お父さんとチャレンジ｣ということで普段仕事
で忙しいお父さんといっしょに動物たちのお世話
に挑戦していただき､楽しい父の日をすごしてい
ただいています｡
●歯の衛生週間イベント
ルビーと歯みがきしよう
｢ルビーと歯みがきしよう!｣ということで歯
みがきをするチンパンジーを題材に､お子様方に
歯の健康-の関心を深めていただいています｡ま
た､動物たちの能力にも注目してもらっています｡
●池田ZOO自然教室
｢お米作り体験｣動物園では身近な自然の仕組み
を理解してもらうため植物の栽培や竹や ドングリ
お米作 り体験
などの工作遊び､昆虫採集などを体験してもらっ
ていますが､これは動物にとっても人間にとって
も欠かせない食物を育てる過程を経験してもらっ
ています｡
●小学生飼育体験教室(サマースクール)
サマースクー ルでのエサやり体験
ボランティア活動
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夏休み小学生の方に一目飼育係として掃除､エサ
作り､エサやり､工作やお絵かきなどで動物につ
いての勉強を体験してもらっています｡
●夜の動物観察会
夏の夜､動物たちを観察しながら飼育係の話を
聞いて､昼間とちがう動物たちを見てもらってい
ます｡
●池田ZOOボランティア-ズ
ふれあい広場で小動物の触り方の指導やゾウや
キリンなどの解説､いろいろなイベントの手伝い
を通して､来園の方が気軽に動物のことを知った
り関心を深めてもらう活動をしてもらっています｡
8.まとめ
このように動物園では動物とふれあったりエサ
を与えていただく試みを多く行なっています｡こ
れは､自然と触れ合いその中で命を学ぶ機会が多
かった以前に比べ､現代の生活ではなかなか体感
できない 『命』に接する機会を提供できると考え
るからです｡楽しみながら､そして遊びながら『命』
を学べる場として動物園はなくてはならないもの
です｡このことを多くの方に伝え理解してもらう
ことが動物園の役割であり､わたしたち動物にか
かわる人間の責務だと考えます｡
